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研究報告書 

 

乳酸菌は小腸の主要な常在細菌であり、発酵食品などからも日常的に摂取される。我々

は乳酸菌に特有の、二本鎖 RNA と TLR3 を介した免疫活性化ならびに抗炎症機構をみいだ

し、腸炎の抑制に寄与することを示してきた。そこで乳酸菌二本鎖 RNA を認識して IFN-β を

産生する消化管細胞群を同定し、乳酸菌の経口投与が各種自然免疫関連分子の発現およ

び機能に及ぼす影響を明らかにすることを計画した。 
 

（１）IFN- がTh1免疫の誘導に及ぼす影響の評価 
 乳酸菌の経口投与により誘導されるIFN- が全身性のTh1免疫応答を増強し、アレルギー

は抑制することを、抗IFN- 抗体（中和抗体）を用いて示してきた。さらに東京大学医科学研

究所の保有するIFN / Rノックアウトマウスを用いることで、樹状細胞から産生されるIFN-
の自己分泌-パラ分泌の作用がTh1免疫の誘導に及ぼす影響を調べた。 
 
試験1 パイエル板樹状細胞とOT-IIマウス由来Naïve T細胞を用いた解析 
【方法】 
 WTマウス（C57BL/6マウス）とIFN / Rノックアウトマウスからパイエル板樹状細胞

（CD11c+細胞）を調整した。また、OT-IIマウスの脾臓よりNaïve T細胞を調製した。丸底96穴

プレートを用いて、パイエル板樹状細胞（2 x 104 cells/well）、Naïve T細胞（1 x 105 
cells/well）に対し、乳酸菌KK221を1 x 106 /wellとなるよう添加した。抗原としてOVAペプチド

を250 ng/mlで添加した。培養液を培養4日目に半量（125 l）交換した。交換の際にはIL-2を

添加した。培養7日目の細胞について細胞内サイトカイン染色を行い、FACS解析を行った。 
 

 


